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①
原
発
ゼ
ロ
の
意
見
表
明

を
行
い
、「
脱
原
発
を
め
ざ
す

首
長
会
議
」
に
参
加
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　
市
長
　
原
発
ゼ
ロ
を
明
言

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な

く
、
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長

会
議
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

　
②
大
飯
原
発
再
稼
働
に
明

確
な
反
対
の
意
見
表
明
を
。

　
市
長
　
休
止
中
の
原
発
の

再
稼
働
に
つ
い
て
、
安
全
性

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
周
辺

自
治
体
の
住
民
に
と
ど
ま
ら

ず
、
し
っ
か
り
と
説
明
を
さ

れ
る
よ
う
、
京
都
府
市
長
会

な
ど
を
通
じ
、
国
に
対
し
強

く
求
め
て
い
る
。

　
③
震
災
が
れ
き
処
理
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
12
月
の
建

設
経
済
常
任
委
員
会
で
部
長

は
、「
現
在
の
甘
南
備
園
の
焼

却
炉
の
稼
働
の
物
理
的
な
問

題
か
ら
、
現
在
も
受
け
入
れ

で
き
な
い
。
も
し
将
来
そ
の

よ
う
な
話
が
あ
っ
て
も
、
同

じ
回
答
し
か
で
き
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」と
明

確
に
答
弁
し
た
。
本
市
で
の

焼
却
、
埋
め
立
て
処
理
に
つ

い
て
問
う
。

　
経
済
環
境
部
長
　
広
域
処

理
を
行
う
に
は
、
国
民
の
放

射
能
に
対
す
る
不
安
を
払
拭

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
。
本

市
の
が
れ
き
処
理
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
市
民
の

安
全
安
心
を
最
優
先
に
、
国

や
府
な
ど
の
情
報
収
集
に
努

め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。
な

お
、
天
王
碧
水
園
で
の
埋
め

立
て
処
理
に
つ
い
て
は
、
行

う
予
定
は
な
い
。

　
④
教
育
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
（
大
阪
の
教
育
条
例

問
題
に
対
す
る
考
え
方
と
あ

わ
せ
）、教
育
長
の
所
信
を
。

　
教
育
長
　
教
育
基
本
法
第

16
条
の
規
定
に
も
あ
る
よ
う

に
、
教
育
は
、
不
当
な
支
配

に
服
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の

基
本
法
や
関
係
法
令
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
教
育
の

政
治
的
中
立
の
立
場
で
、
そ

の
執
行
に
あ
た
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
本
市
に

お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
（
大

阪
市
の
「
教
育
行
政
基
本
条

例
」）条
例
制
定
の
議
論
は
、

な
じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

再稼働に反対表明を

市長会を通じ説明求める答

問 大飯
原発

大飯原発再稼働問題を伝える新聞記事

　
塩 

貝 

建 

夫 

議
員
（ 

共
産
党 

）

　
①
中
学
校
に
お
け
る
給
食

実
現
化
の
進
行
状
況
を
問
う
。

給
食
を
希
望
す
る
と
い
う
意

見
や
、
自
分
の
弁
当
を
持
参

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
親
御
さ
ん
の
全
て
の
考
え

に
、
自
由
に
対
応
で
き
る
委

託
弁
当
（
デ
リ
バ
リ
ー
）
方

式
を
再
度
提
案
す
る
。

　
教
育
長
　
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
る
市
の
実
態
を
検
証

し
、
で
き
る
だ
け
早
く
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
②
同
志
社
大
学
文
系
学
部

な
ど
の
移
転
に
つ
い
て
、
市

が
受
け
る
影
響
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
私
の
試
算
で

は
約
5
0
0
0
人
の
学
生
が

減
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ

の
予
想
（
数
値
）
に
伴
い
学

生
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
の
心
配

が
懸
念
さ
れ
る
。
新
し
い
思

案
・
思
惑
も
取
り
入
れ
親
身

に
な
っ
て
相
談
窓
口
を
開
く

こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
副
市
長
　
今
後
と
も
非
常

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

情
報
は
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、

同
志
社
と
の
連
携
の
取
組
み

は
、
市
と
し
て
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
く
。

　
③
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

に
つ
い
て
。
市
民
の
方
々
の

中
で
も
賛
成
・
反
対
と
分
か

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
が
れ
き
を
受
け
入
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
に
対

し
詳
し
い
説
明
は
必
要
と
考

え
る
。
放
射
能
だ
け
に
及
ば

ず
、
危
険
物
質
を
調
査
し
、

市
民
に
危
険
性
の
無
い
こ
と

を
立
証
し
、
安
心
し
て
頂
く

こ
と
も
市
議
会
議
員
と
し
て

私
の
大
き
な
務
め
で
あ
る
。

　
経
済
環
境
部
長
　
今
後
と

も
市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優

先
に
、慎
重
に
検
討
す
る
。
が

れ
き
処
理
問
題
に
つ
い
て
は
、

市
民
に
対
す
る
説
明
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
④
高
齢
者
の
方
々
へ
の
対

応
に
つ
い
て
。
近
年
、
孤
独
・

孤
立
死
が
増
加
し
て
い
る
。

単
身
高
齢
者
の
方
々
に
対
す

る
ケ
ア
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

行
政
か
ら
連
絡
を
と
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
案
す
る
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、

単
身
者
や
高
齢
者
の
世
帯
を

戸
別
訪
問
し
、
見
守
り
を
さ

れ
て
い
な
い
高
齢
者
の
方
々

の
相
談
等
に
当
た
る
事
業
を

実
施
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

委
託
弁
当
を
再
提
案

検
証
検
討
を
行
っ
て
い
る

問
答

中
学
校

給
食
の

　
上 

田 

　
毅  

議
員
（ 

無
会
派 

）
委託弁当の事例

　
①
JR
松
井
山
手
駅
東
側

ロ
ー
タ
リ
ー
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
が
限
界
に
き
て
い

る
。
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、

中
央
緑
地
帯
の
縮
小
な
ど
の

手
段
を
講
じ
て
、拡
大
を
図
る

べ
き
だ
。

　
建
設
部
長
　
物
理
的
な
措

置
に
よ
る
拡
大
は
、
車
の
進

入
を
容
易
に
さ
せ
、
混
雑
を

助
長
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

現
状
の
ロ
ー
タ
リ
ー
幅
員
を

車
両
が
走
行
す
る
部
分
と
、

送
迎
車
両
が
停
車
す
る
部
分

を
明
確
に
区
分
し
て
、
交
通

の
流
れ
を
一
定
確
保
す
る
対

策
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
②
JR
松
井
山
手
駅
前
に
、

犯
罪
抑
止
の
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
べ
き
だ
。

今
後
も
商
業
施
設
の
開
業
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
不

特
定
の
人
の
出
入
り
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。

　
安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

年
次
ご
と
の
計
画
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

JR
京
田
辺
駅
東
側
に
設
置
予

定
で
、
JR
松
井
山
手
駅
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
③
節
電
対
策
と
し
て
の

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
拡
大
は
。

　
教
育
部
長
　
市
民
プ
ー
ル

の
営
業
日
の
拡
大
と
、
特
定

日
の
利
用
料
金
半
額
を
実
施

す
る
。
図
書
館
の
開
館
日
の

拡
大
は
、
閉
館
日
に
行
う
予

定
作
業
が
あ
り
実
施
は
困
難
。

　
④
高
齢
者
施
策
の
課
題
と

し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
拡
大
と
、
機

能
充
実
が
あ
る
と
考
え
る
。

特
に
、
大
住
中
学
校
区
で
の

実
施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知

度
を
あ
げ
る
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
。
大
住
地
区
で
は
宝

生
苑
で
の
出
張
相
談
を
予
定

し
て
い
る
。
当
面
、
毎
週
火

曜
日
で
、
積
極
的
に
広
報
し

て
い
く
。

　
⑤
今
年
の
夏
休
み
か
ら
実

施
す
る
大
住
小
、
松
井
ケ
丘

小
で
の
留
守
家
庭
児
童
会
の

高
学
年
受
け
入
れ
に
つ
い
て

の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
の
準
備
は
万
全
か
。

　
教
育
部
長
　
巡
回
指
導
員

な
ど
の
追
加
配
置
を
計
画
し

て
い
る
。
現
場
の
指
導
員
の

声
を
聴
き
、
備
品
の
準
備
、

ト
イ
レ
の
改
修
を
実
施
す
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
拡
大
は

困
難
だ
が
改
善
に
取
り
組
む

問
答 松

井
山
手

駅
東
側

　
鈴 

木 

康 

夫 

議
員
（ 

一
新
会 

）

多くの自動車が乗り入れる
　　　　　　　　　JR松井山手駅東側ロータリー

　
①
交
通
環
境
に
つ
い
て
㋐

水
取
バ
イ
パ
ス
交
差
点
は
見

通
し
も
悪
く
非
常
に
危
険
。

信
号
機
の
設
置
を
。
ま
た
普

賢
寺
小
学
校
前
の
旧
道
に
交

通
規
制
を
。㋑
近
鉄
新
田
辺
駅

西
側
の
田
辺
駅
前
交
番
前
の

交
差
点
で
頻
繁
に
見
ら
れ
る

交
通
違
反
に
さ
ら
な
る
対
策

を
。
㋒
田
辺
高
校
周
辺
、田
辺

平
田
線
の
整
備
を
。

　
安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　
㋐
信
号
機
設
置
は
、
地
元

区
か
ら
府
民
公
募
型
事
業
に

応
募
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
要
請
し
て
い

く
。
旧
道
規
制
は
地
元
区
か

ら
の
要
望
を
受
け
、
府
が
関

係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て

い
る
。
㋑
田
辺
警
察
署
に
取

り
締
ま
り
強
化
を
要
望
す
る
。

　
建
設
部
長
　
㋒
田
辺
高
校

周
辺
は
、
河
原
浜
新
田
線
の

歩
道
拡
幅
整
備
事
業
を
実
施

中
で
、
新
田
辺
東
２
条
線
も

歩
車
共
存
道
路
的
な
整
備
を

目
的
に
調
査
、
設
計
を
し
て

い
る
。
田
辺
平
田
線
は
本
来

農
道
で
あ
る
た
め
、
拡
幅
改

良
す
れ
ば
通
過
交
通
の
増
加

と
踏
切
内
で
の
危
険
性
が
増

す
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
整

備
す
る
予
定
は
な
い
。

　
②
同
志
社
大
学
文
系
学
部

移
転
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
。
計
画
発
表
当
初
と
は

状
況
に
変
化
が
あ
る
。
再
度
、

学
生
・
下
宿
生
の
減
少
数
、

経
済
的
損
失
を
把
握
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
適

切
な
対
策
を
と
る
べ
き
。
今

後
、
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空

き
室
増
加
が
予
測
さ
れ
、
そ

れ
が
防
犯
や
治
安
上
の
問
題

を
生
む
。
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン

の
新
設
に
は
一
定
の
規
制
が

必
要
で
は
な
い
か
。
特
に
ワ

ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住

民
の
多
く
は
一
過
性
で
あ
る
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
本

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　
市
長
　
７
年
前
の
答
弁
は

適
当
な
数
字
で
き
っ
ち
り
し

た
も
の
で
は
な
い
。
現
時
点
で

は
減
少
数
も
不
透
明
。
再
ス

タ
ー
ト
し
て
同
志
社
と
の
連

携
を
し
っ
か
り
と
深
め
る
。マ

ン
シ
ョ
ン
の
規
制
も
法
律
上

抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
③
医
療
費
免
除
の
な
い
難

病
者
に
医
療
費
支
援
を
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
国
で
大

き
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
見
守
る
。

信号機の設置を

しっかりと要請していく答

問
水 取
バイパス

　 

南 

部 

登
志
子 

議
員
（ 

無
会
派 

）信号設置が望まれる水取地区交差点（上）と
交通違反が多い田辺駅前交番前交差点（下）


